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研究要旨 

 TR 流体特性は側鎖結晶性ブロック共重合体のミセル形

成能に応じて大きく変化する。またミセル形成能はその組

成や分子量に大きく依存する。これら基礎物性に関して研

究を行った。
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し、PE 表面が滑らかになっていることがわか

る。 

今回は TR 効果における SCCBC のミセル

形成能・組成・分子量依存性について検討し

たので、報告する。 

［実験］ 

今回使用した SCCBC は側鎖結晶性ブロック

としてステアリルアクリレート(Stearyl 

acrylate : STA)、溶媒親和性ブロックとして

ノルマルブチルアクリレート(n-butyl 

acrylate : nBA)を用い、リビングラジカル重

合(NMP)で合成した。Table.1 に今回用いた

SCCBC の名称、重量平均分子量を示す。TR

流体は分散粒子(PE 微粒子 : Ceridust®3620

…平均粒子径 7.4µm)、分散溶媒(フタル酸ジ

エチル)を粒子：溶媒=4 : 6(wt 単位)の混合比

で作製し、3 種類の SCCBC を分散粒子重量

の0.5, 1, 3wt%をそれぞれ添加して作成した。

試料はコーンプレート型レオメータ

(Rheosol-G2000W)による粘弾性測定(定常流

粘度測定(せん断速度 0.02～100(sec-1))、複素

粘度測定(周波数 0.03～30(rad/sec))を、測定

温度 35～65℃)で行い、粘度の温度依存性・

濃度依存性の検討を行った。 

［結果と考察］ 

Fig.3 には 35℃における定常流粘性測定によ

る各TR流体(SCCBC濃度0.5wt%)とSCCBC

無添加 PE 微粒子分散系の粘度のせん断速度

依存性を示す。N1239、N1156 は分散効果を

発揮し、N1293 は効果が現れないことがわか

る。これは N1239 の側鎖結晶性部位の分子量

が高いため、低濃度でもミセル形成能が高く

なるために、PE 粒子表面に吸着する SCCBC

の量が少なくなっていること、また SCCBC

の溶媒親和性部位(nBA)の分子量が小さいた

めに PE 粒子と溶媒との親和力が小さいこと

が合いまっているためであると考えられる。

一方 N1156 の方が N1239 よりも粘度が低く

なっているが、これは側鎖結晶性部位の分子

量が N1156 の方が多いため、PE 粒子への吸

着能が高く、表面を修飾する SCCBC の量が

多いためであると考えられる。 

 Fig.4 には 65℃における定常流粘性測定に

よる各 TR 流体(SCCBC 濃度 1wt%)と

SCCBC 無添加 PE 微粒子分散系のせん断粘

度のせん断速度依存性を示す。図から明らか

なように、SCCBC の種類によらず、せん断

粘度のせん断速度依存性は SCCBC 無添加の

系とほぼ同等の依存性を示すことがわかる。

この結果より SCCBC の種類によらず、高温

で SCCBCがPE粒子表面から離脱した時は、

同様の TR 効果が発現することがわかった。 

この TR 流体は血管塞栓材料などのバイオ分

野からエンジニアリング分野まで幅広い利用

が見込まれている。また SCCBC が発現する

結晶性超分子間力を用いることで、新たな結

晶性高分子表面改質法の開発、自己で温度を

感知し物性調節することができる知的材料の

創製が可能であると考えている。 
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